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■ 広報かみさと　20.１ ■

本庄市児玉郡医師会広報部提供

医療の欄
『メニエール病』
について

化
し
た
り
、
リ
ン
パ
液
の
分
泌
異

常
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
で
は
と

い
っ
た
仮
説
が
あ
り
ま
す
。

　

発
病
は
、
し
ば
し
ば
過
労
の
よ

う
な
肉
体
的
ス
ト
レ
ス
、
精
神
的

ス
ト
レ
ス
が
引
き
金
と
な
り
ま
す
。

発
病
初
期
に
は
片
方
の
耳
に
耳
鳴

り
、
耳
の
詰
ま
っ
た
感
じ
︵
耳
閉
感
︶

や
低
い
音
が
聞
き
取
り
に
く
い
と

い
っ
た
症
状
が
あ
り
、
こ
れ
を
繰

り
返
し
て
い
る
う
ち
、
突
然
め
ま

い
が
起
こ
り
ま
す
。
め
ま
い
発
作

は
日
を
置
い
て
再
発
を
す
る
の
が

特
徴
で
す
。
め
ま
い
は
数
十
分
か

ら
半
日
ほ
ど
続
き
、
吐
き
気
を
伴

い
ま
す
。
難
聴
は
始
め
の
う
ち
は

低
中
音
域
が
低
下
し
発
作
が
お
さ

ま
れ
ば
元
に
戻
り
ま
す
が
、
発
作

を
繰
り
返
す
う
ち
に
高
音
域
も
低

下
し
、
難
聴
が
残
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

治
療
は
、
残
念
な
が
ら
根
本
治

療
は
な
く
、
症
状
を
抑
え
発
作
を

予
防
す
る
方
法
が
中
心
と
な
り
ま

す
。
薬
物
療
法
は
内
リ
ン
パ
水
腫

を
改
善
す
る
た
め
利
尿
剤
を
中
心

に
抗
め
ま
い
剤
、
血
管
拡
張
剤
、

精
神
安
定
剤
な
ど
が
使
用
さ
れ
ま

す
。
精
神
ス
ト
レ
ス
緩
和
の
た
め

心
身
医
学
的
治
療
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
治

療
で
効
果
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、

鼓
室
内
薬
物
注
入
療
法
や
手
術
療

法
が
選
択
さ
れ
ま
す
。
前
者
は
通

常
鼓
膜
よ
り
ス
テ
ロ
イ
ド
や
局
所

麻
酔
薬
を
注
入
し
、
内
耳
へ
の
高

濃
度
の
ス
テ
ロ
イ
ド
移
行
に
よ
り

改
善
を
期
待
す
る
か
、
あ
る
い
は

一
時
的
な
内
耳
麻
酔
を
す
る
こ
と

で
発
作
の
沈
静
化
を
は
か
り
ま
す
。

後
者
は
内
リ
ン
パ
嚢
手
術
が
代
表

的
で
側
頭
骨
と
脳
硬
膜
の
間
に
あ

る
袋
状
の
器
官
で
内
耳
で
の
内
リ

ン
パ
液
の
吸
収
に
関
与
す
る
内
リ

ン
パ
嚢
を
脳
内
︵
く
も
膜
下
腔
︶

に
開
放
す
る
こ
と
に
よ
り
減
圧
さ

せ
て
、
内
リ
ン
パ
水
腫
の
改
善
を

は
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、
難
聴
が

進
行
し
た
例
で
は
め
ま
い
発
作
の

根
絶
を
狙
い
内
耳
を
破
壊
す
る
手

術
や
内
耳
毒
性
を
持
つ
薬
物
の
鼓

室
内
注
入
療
法
が
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
前
述
の
治
療
法
と
は
全

く
異
な
る
方
法
と
し
て
、
鼓
膜
に

換
気
用
チ
ュ
ー
ブ
を
留
置
し
た
上

で
、
専
用
の
機
器
を
用
い
外
耳
道

へ
加
圧
す
る
中
耳
加
圧
療
法
の
有

用
性
が
最
近
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
ニ
エ
ー
ル
病
は
、
ぐ
る
ぐ
る
回

る
め
ま
い
を
く
り
返
し
、
耳
鳴
り
や

難
聴
を
伴
う
病
気
で
す
。
内
耳
が
原

因
で
起
こ
る
回
転
性
め
ま
い
の
原
因

疾
患
と
し
て
有
名
で
、
名
前
は
す
で

に
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

メ
ニ
エ
ー
ル
の
名
は
、
め
ま
い
が
内

耳
の
異
常
で
起
こ
る
こ
と
を
発
見
し

た
フ
ラ
ン
ス
の
医
師
名
よ
り
由
来
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
メ
ニ
エ
ー
ル
病
は

内
耳
に
リ
ン
パ
液
が
通
常
よ
り
多

く
貯
留
す
る
、
内
リ
ン
パ
水
腫
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

好
発
年
齢
は
男
性
40
歳
代
、
女

性
30
歳
代
で
性
差
は
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
原
因
の
内
リ
ン
パ
水

腫
が
な
ぜ
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、

本
態
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
自
律
神
経
系
の
異
常
緊
張
に

よ
り
内
耳
の
血
管
壁
の
状
態
が
変

 

国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー

No.283

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
の
各
種
届

　

年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、次
の
よ
う
な
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

年
金
を
正
し
く
受
け
取
る
た
め
、
必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ

　

熊
谷
社
会
保
険
事
務
局
［
☎
０
４
８
�
５
２
２
�
５
２
１
１
］

（注①）国民年金第１号被保険者機関のみの方の場合
（注②）旧国民年金法による年金を受給されていた方が亡くなった場合
（注③）旧国民年金法による年金（障害・母子・準母子・遺児・寡婦）を受給されていた方が

亡くなった場合

届出を必要とするとき 届出の種類 届出先
氏名が変わったとき 年金受給権者氏名変更届

最寄の社会保険事務所

住所や受取場所を変えるとき 年金受給権者住所・支払機関
変更届

年金証書をよごしたり、なくし
たとき 年金証書再発行申請書

遺族年金が受け取れるとき 遺族年金（給付）裁定請求書

２つ以上の年金を受ける権利ができ
たとき 年金受給選択届

就職・転勤したとき 『年金手帳』を事業主に提出
（資格取得届） 事業主から社会保険事務所に

失業給付・高年齢雇用継続給付
を受けるとき

老齢厚生・退職共済年金受給
権者支払停止事由該当届 最寄の社会保険事務所

特別支給の老齢厚生年金を受け
ている方が 65 歳になったとき

国民年金・厚生年金保険老齢
給付裁定請求書 社会保険業務センター

66 歳以後に支給を繰り下げて年
金を受け取りたいとき

老齢基礎・厚生年金支給繰下
げ請求書

最寄の社会保険事務所
お住まいの市区町村役場（注①）

年金を受けている方が亡くなっ
たとき 年金受給権者死亡届 最寄の社会保険事務所

お住まいの市区町村役場（注②）
亡くなった方が受け取れるはず
であった年金が残っているとき 未支給年金・保険給付請求書 最寄の社会保険事務所

お住まいの市区町村役場（注③）
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こんにちは！
保健師＆

栄養士です
保健センターからのお知らせ

問合せ…保健センター［☎33−2550］

小児救急電話相談（＃8000）
　休日や夜間の子どもの急病（発熱、下痢、
おう吐など）時の家庭での対処方法や受診の
必要性について、小児科経験のある看護師が
相談に応じます。また、必要に応じて医師の
助言を受け対応します。
◆相談方法（電話による相談）
※埼玉県内のどこからでも電話で『＃8000』
をプッシュすることで、相談窓口につながり
ます。携帯電話からの相談も可能です。

◆相談受付時間
・平日（月～土）
午後７時～午後11時
・休日（日・祝・年末年始）
午前９時～午後11時
◆問合せ
　埼玉県保健医療部医療整備課医療整備担当
　[☎048-830-3538]

保健センター予定表 ☎33-2550

 
 
 
 
 
 

１月

２月

 18日㈮ 赤ちゃん相談
 21日㈪ ３歳６か月児健診
  （平成16年６月生）
 22日㈫ １歳６か月児健診
  （平成18年６月生）
 23日㈬ ３・４か月児健診
  （平成19年９月生）
 24日㈭ ７・８か月児健診
  （平成19年５月生）
 25日㈮ ２歳児歯科健診
  （平成17年12月生）
 29日㈫ ＢＣＧ（平成19年10月生）
 １日㈮ 赤ちゃん相談

②在宅当番医療機関
◆診察は午前中のみとなります。また、変
更になる場合もあります。

①休日急患診療所［☎24－2003］

休日の医療機関はこちらへ

 １・  ６㈰ 飯塚内科産婦人科 ☎24－6311
 １・13㈰ 生坂医院 ☎22－4670
 １・14㈪ 池田レディースクリニック ☎22－2048
 １・20㈰ 五十嵐整形外科医院 ☎24－2313
 １・27㈰ うめだクリニック ☎76－4151
 ２・  ３㈰ 黒岩整形外科医院 ☎34－0551

診療科目…内科、小児科
診察場所…本庄市保健センター内
　　　　　（本庄市小島南２－４－12）
診察時間…午前９時～正午、午後１時～４時
　　　　　午後７時～10時
　　　　　※健康保険証を持参してください。

〜幼稚園・保育園等の年長児の保護者の方へ〜
小学校入学準備に
 『麻しん風しん混合予防接種』はお済みですか？
　今年の春に、はしか（麻しん）が大流行したように、例年春先
は麻しんの流行がピークになります。まだ、接種がお済みでない
方は早めに受けましょう。

　◆対象者
　平成13年４月２日〜平成14年４月１日生まれ

　◆接種期間
　平成20年３月31日㈪まで

『栄養教室』開催します
日　時…１月27日㈰、
　　　　午前９時30分〜午後１時
会　場…保健センター
対　象…女性（ただし、過去にヘルスサ

ポーターに登録していない方を
優先する場合あり）

内　容…骨粗しょう症予防のための調理実習および『ヘルスサポ
ーター』に関する健康講話

※ヘルスサポーターとは？
　健康管理を自ら実践できる方です。栄養教室修了後に、
㈶日本食生活協会より『ヘルスサポーター登録カード』
を交付します。

講　師…食生活改善推進協議会
定　員…30名（定員になり次第締切）
参加費…100円
準　備…エプロン、三角巾、筆記用具、電卓
申　込…１月21日㈪までに保健センターへ
主　催…上里町・上里町健康体力づくり推進協議会

　

心
の
健
康
・
精
神
障
害
等
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
普
及
お

よ
び
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設

等
へ
の
支
援
者
の
養
成
を
図
る
た

め
、
心
の
健
康
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
⋮
①
１
月
17
日
㈭
︵
上
武
病

院
長
・
妹
尾
英
男
先
生
に
よ
る

﹃
こ
こ
ろ
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ

た
時
に
ど
う
乗
り
切
る
か
？
﹄
講

話
︶、
②
１
月
24
日
㈭
︵
や
ど
か

り
の
里
メ
ン
バ
ー
辰
村
泰
治
氏
に

よ
る
﹃
精
神
障
害
者
と
ど
う
向
き

合
っ
て
い
く
か
？
﹄
体
験
発
表
︶、

③
２
月
４
日
㈪
〜
20
日
㈬
︵
コ
ス

モ
ス
の
里
［
美
里
町
］、
佐
久
間

さ
ん
ち
［
本
庄
市
］、
み
ど
り
作

業
所
［
本
庄
市
］
で
の
施
設
実
習
︶、

④
２
月
21
日
㈭
︵
講
座
を
振
り
返

っ
て
︶

時
間
⋮
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
⋮
本
庄
市
中
央
公
民
館

対
象
⋮
児
玉
郡
市
在
住
在
勤
で
心

の
健
康
に
関
心
の
あ
る
方

定
員
⋮
50
名
︵
１
回
だ
け
の
参
加

も
可
︶

申
込
⋮
１
月
15
日
㈫
ま
で

問
合
せ
⋮
本
庄
保
健
所
保
健
予
防

推
進
担
当
［
☎
22
︱
６
４
８
１
］

  

心
の
健
康
を
考
え
る

『
心
の
健
康
講
座
』
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募
集
職
種
⋮
保
健
師
・
保
育
士

募
集
対
象
⋮
︵
保
健
師
︶
昭
和
42

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
保

健
師
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方
・

︵
保
育
士
︶
昭
和
56
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
で
、
保
育
士
免
許
を
取

得
し
て
い
る
方

採
用
人
員
⋮
︵
保
健
師
︶
若
干
名
・

︵
保
育
士
︶
１
名

採
用
時
期
⋮
平
成
20
年
４
月
か
ら

受
付
期
間
⋮
１
月
９
日
㈬
〜
18
日

㈮試
験
日
⋮
１
月
27
日
㈰
、
午
前
10
時

提
出
書
類
⋮
申
込
書
︵
写
真
添

付
︶、
誓
約
書
、
最
終
学
歴
卒
業

上
里
町
職
員

（
保
健
師
・
保
育
士
）募
集

証
明
書
、
免
許
資
格
証
明
書
写
し

※
詳
し
く
は
、
上
里
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
・
新
着
情
報︵http://w

w
w
.

to
w

n
.kam

isato
.saitam

a.
jp

︶
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

総
務
課
秘
書
人
事
係

［
☎
35
︱
１
２
３
４
内
３
２
０
１
・

３
２
０
２
］

募
集
職
種
⋮
保
健
師
︵
新
予
防
給

付
・
介
護
予
防
事
業
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
等
を
担
当
︶

※
地
域
ケ
ア
、
地
域
保
健
等
の
経

験
の
あ
る
介
護
支
援
専
門
員
の

資
格
を
有
す
る
看
護
師
、
も
し

く
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
、
医
療
機
関
な

ど
と
の
連
絡
調
整
の
経
験
の
あ

る
介
護
支
援
専
門
員
も
応
募
可

募
集
対
象
⋮
昭
和
52
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
︵
要
自
動
車

免
許
取
得
者
︶

採
用
人
員
⋮
１
名︵
週
３
日
勤
務
︶

選
考
方
法
⋮
申
込
書
、
資
格
者
証

な
ど
の
書
類
審
査
︵
１
次
︶、
面

接
に
よ
る
人
物
審
査
︵
２
次
︶

申
込
⋮
１
月
25
日
㈮
ま
で
に
健
康

保
険
課
︵
役
場
１
階
︶
に
あ
る
申

込
書
︵
写
真
添
付
︶
に
資
格
者
証

の
写
し
を
添
え
同
課
へ

問
合
せ
⋮
健
康
保
険
課
内
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
［
☎
35
︱
１
２

２
２
︵
直
通
︶］

上
里
町
役
場

　
　
　

臨
時
職
員
募
集

〜もっと楽しくワタシ流！〜
シニアライフを素敵に彩る

女性センター
『生き方・暮らし方講座』

日時…１月19日㈯、午後１時30分〜３時
会場…上里町女性センター

定員…50名
申込…１月７日㈪から電話にて受付
申込先・問合せ…女性センター［☎35-1357］

第１部

郷土のソプラノ声楽家

『岸早苗さん
　　　ミニコンサート』
〜日本の歌、荒城の月、宵待草
　オペラ椿姫より『乾杯の歌』ほか〜

第２部

山本道代ワーク
　　アウトスタジオ主宰

『山本道代先生講演会』
〜フィットネス指導者・私の原点
　シニアライフをもっと楽しく
　フィットネスダンスを楽しもう！〜

　

高
等
学
校
、
大
学
等
へ
進
学
を
希
望
し
な
が
ら
、
経
済
的
理
由
で

進
学
あ
る
い
は
在
学
が
困
難
な
人
に
対
し
て
、
そ
の
才
能
を
育
成
す

る
た
め
に
奨
学
資
金
を
貸
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
学
校
長
の
推
薦
の

ほ
か
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

◆
貸
付
額　
　

①
高
等
学
校
等
に
在
学
⋮
月
額
２
万
円
以
内
︵
盲
学

校
、
聾
学
校
及
び
養
護
学
校
の
高
等
部
を
含
む
︶

　
　
　
　
　
　

②
高
等
専
門
・
専
修
学
校
に
在
学
⋮
月
額
３
万
円
以
内

︵
専
門
課
程
で
修
業
年
額
２
年
以
上
の
者
に
限
る
︶

　
　
　
　
　
　

③
短
大
・
大
学
・
大
学
院
に
在
学
⋮
月
額
４
万
円
以

内

◆
貸
付
利
率　

無
利
子

◆
返
済　
　
　

卒
業
の
６
个
月
後
か
ら
貸
付
月
額
の
２
分
の
１
以
上

を
月
額
と
し
て
10
年
以
内
に
返
済

◆
申
込　
　
　

３
月
31
日
㈪
ま
で
に
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書
・
推
薦

調
書
・
住
民
票
抄
本
・
所
得
証
明
書
を
添
え
て
学
校

教
育
課
へ

◆
問
合
せ　
　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
　
　
　
　
　
［
☎
35
︱
１
２
４
６
内
３
９
０
０
］

　

小
・
中
学
校
の
義
務
教
育
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
経
済
的
に

お
困
り
の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
用
品
や
給
食
費
等
の
援
助
を
行
い

ま
す
。

■
該
当
者　
　

①
生
活
保
護
は
受
け
な
い
が
、
そ
れ
に
準
じ
て
お
困

り
の
方

　
　
　
　
　
　

②
町
県
民
税
等
が
非
課
税
又
は
減
免
さ
れ
た
方

　
　
　
　
　
　

③
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
た
方　

な
ど

■
申
　
込　
　

平
成
20
年
４
月
か
ら
受
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
２

月
22
日
㈮
ま
で
に
学
校
教
育
課
へ

■
問
合
せ　
　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
　
　
　
　
　
［
☎
35
︱
１
２
４
６
内
３
９
０
１
］

上
里
町
奨
学
資
金
の
貸
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

就
学
援
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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（○印は休館日）

図書館カレンダー １月

日 月 火 水 木 金 土
   1 2 3 4 5
 6 7 8 9 10 11 12 
13 14 15 16 17 18 19
 20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30 31 2/1

☎34－0455 153
蔵書検索ホームページ
http://www.lib.kamisato.saitama.jp

図書館・郷土資料館だより 子どもの人権を考える

日　時　　２月１日㈮
　　　　　午後６時開場・午後７時開演
会　場　　ワープ上里（手話通訳有）
講　師　　長田百合子先生
　　　　　（教育評論家・エデュケーションライター）
演　題　　『親子のきずなと子どもの人権』
入場料　　無料
主　催　　児玉地区人権教育推進協議会、上里町人権を大切にす

る会、上里町ＰＴＡ連合会、上里町教育委員会
問合せ　　生涯学習課生涯学習係［☎35−1245内3802］

町立図書館からのお知らせ

〜若い人に贈る〜
『読書のすすめ』コーナー
　最近若い人が本を読まなくなったと
言われています。町立図書館では、そ
んな若いみなさんにおすすめの本ばか
りを揃えた『読書のすすめ』コーナー
を開設します。
主な図書
　◆ひとり日和（青山七恵／著）
　◆不都合な真実（アル・ゴア／著　
　　枝広淳子／訳）
　◆ホームレス中学生（田村裕／著）
　　他
問合せ
　町立図書館［☎34−0455］

きてみませんか？
◆子どもシアター
日　時…１月12日㈯、午後２時〜
作　品…アニメ『すもうおばけ』
　　　　『こびとといもむし』
◆くまさんのポケット
日　時…１月９日㈬・23日㈬
　　　　午前11時〜
◆お話し会（カッコーの会）
日　時…１月19日㈯、午後２時〜
◆子ども放送局
日　時…毎月第１〜４土曜日
　　　　午前11時〜

　 

皺し
わ

の
手
に
　
女
の
履
歴
　
根
深
汁	

高
橋		

　
澄

　
葱
は
冬
が
い
ち
ば
ん
美
味
と
さ
れ
て
お
り
、
冬
の
料
理
に
は
欠
か
せ
ぬ

も
の
で
あ
り
ま
す
。
根
深
汁
は
葱
を
味
と
し
た
味
噌
汁
で
、
葱
汁
と
も
い

い
ま
す
。
女
性
は
厨

く
り
や

ご
と
か
ら
家
事
全
般
、
農
家
に
し
て
も
お
勤
め
に
し

て
も
大
変
な
毎
日
で
す
。
ふ
と
気
づ
く
と
手
足
の
皺
に
女
の
履
歴
を
感
じ

る
、
自
分
を
振
り
返
る
ひ
と
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。

　 

暮
易
し
　
豆
木
逆
さ
に
　
吊
る
さ
れ
て	

野
上
チ
カ
子

　
お
ば
ち
ゃ
ん
同
志
の
会
話
に
「
こ
の
ご
ろ
日
が
つ
ま
っ
て
ね
」
と
い
う

あ
い
さ
つ
が
交
わ
さ
れ
ま
す
。
日
短
、
暮
易
し
の
感
じ
で
す
。
軒
先
近
く

逆
さ
に
吊
る
さ
れ
た
豆
木
に
、
冬
至
も
迫
っ
て
年
の
暮
も
近
く
な
り
、
日

の
短
さ
に
何
か
あ
わ
た
だ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
寒
さ
も
ひ
し
ひ
し

と
加
わ
り
、
わ
び
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

石つ

蕗わ

の
花
ひ
か
え
目
に
咲
く
庭
の
隅　
　
　

泉　
　

ト
ミ

夜
長
な
る
ボ
ケ
予
防
に
ば
熟
読
す　
　
　
　

清
水　

隆
枝

子
を
負
う
て
背
ナ
の
温
み
よ
十
三
夜　
　
　

星
野　

素
枝

書
院
奥
文
殊
菩
薩
に
菊
薫
る　
　
　
　
　
　

荒
井　
　

勝

小
春
日
や
小
屋
の
小
犬
は
眠
り
け
る　
　
　

岩
田　

貞
男

絹
の
里
秋
草
模
様
の
衣
飾
る　
　
　
　
　
　

内
田
比
呂
子

冬
迎
ふ
庚
申
様
の
き
び
し
顔　
　
　
　
　
　

小
野
英
比
古

役
果
た
し
襤ら

ん

褸る

の
ご
と
き
案
山
子
か
な　
　

青
木　

靖
政

平成19年度 児玉地区人権教育研修会
子どもの心を救うプロフェッショナル

長田百合子先生 講演会
◆プロフィール
1954年岐阜県生まれ、
・㈲塾教育学院　メンタルケア部門代表、同

社学習塾部門取締役
・愛知の教育を考える懇談会委員
・ＮＰＯ日本教育再興連盟講師および発起人
・ＮＰＯ家庭教育再生機構理事長
・家庭からの教育再興プロジェクト副会長お

よび専属講師
・著書
　「お母さんの親ごころ・お父さんの底ぢから」
「親がかわれば子どももかわる」　他多数
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　小林孝さん（立野南）が９月24日㈪の赤石岳登頂で、見
事日本百名山を制覇しました。
　10年間かけて百名山を制覇した小林さんは、『秩父の両
神山へ遊びにいったのがきっかけです。一番大変だったのは、
北海道の幌尻岳ですね。私は百名山まですべて車で現地に
行きました。百名山制覇した方はたくさんいると思いますが、
すべて現地まで車で行った方はなかなかいないと思います
よ。』と話してくれました。
　今後について、『今度は登った百名山の写真を撮りにいきたいね。もちろん車でね』と話してくれた
小林さん、これからもがんばってください。

小林孝さん、日本百名山を見事制覇！

　11月29日㈭・12月６日㈭、上里中３年生の
みなさんが「親になるための学習」の一環と
して、上里幼稚園・中央保育園・長幡保育園
を訪問し、子どもたちとふれあいました。
　ほとんどの生徒が、初めての体験でした。
親の立場にたって、子どもたちに接すること
の難しさを学びました。

上里中・親になるための学習

　11月23日㈮、ワープ上里で『交通安全総
ぐるみ大会』が行われました。
　当日は、事故撲滅の宣言に続き、本庄署員
による運転適正検査が行われました。上里町
は現在1000人あたりの交通事故発生率が県
下ワースト１です。事故のない安心安全な町
づくりのためには住民みなさんのご協力が不
可欠です。ご協力をお願いします。

交通安全総ぐるみ大会

宝くじ助成事業で
南五明公会堂が完成

　財団法人自治総合センタ
ーが実施している平成19
年度宝くじ助成事業を受け
て、南五明公会堂が完成し
ました。地域のコミュニテ
ィの場として広く活用され
ることでしょう。

上里ミニバスケットスポ少、スポーツ少年
団第５回ミニバスケットボール地域交流大
会でブロック優勝

（11月24日㈯
さいたま市記念体育館）

第40回上里町小学生バレーボール大会
（12月２日㈰、上里町民体育館）

第26回上里町秋季
ジュニアバドミントン大会

（11月23日㈮、上里町民体育館）
第19回上里町子ども会なわとび大会

（11月10日㈯・上里町民体育館）

◆各ブロック優勝チーム

Ａブロック
優勝  上里東ＪＶＣ

Ｂブロック
優勝  七本木ＪＶＣ

Ｃブロック
優勝  上里東ＪＶＣ

種目 優勝 ２位 ３位
小６女子 赤岩侑里奈 武井　　愛 緒方　那実
小５女子 藤原　朋望 岡田　桃子 阿部かすみ

小５・６男子 古田時喜也 塚越　透央 小高　一純
小４ 黒沢　萌子 久保田知恵 貫井　麻衣

小３以下 中島　健吾 黒川　諒一 安田香菜子
中学女子 中島　優香 村山　愛美 桜本　千愛
中学男子 藤原　優作 小高　理寛 牛山　裕貴

個人戦優勝者
１年…森　　雪乃（長小）
２年…戸矢　悠雅（七小）
３年…綱川　姫夏（七小）

４年…保坂　　燎（東小）
５年…吉田　　唯（七小）
６年…並木沙優花（長小）

団体戦優勝チーム
高学年…天神・原・内出チーム
低学年…宮本町Ａチーム、四ッ谷チーム
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おしらせコーナー
日
時
⋮
２
月
２
日
㈯
、
午
前
10
時

〜
正
午

会
場
⋮
上
里
町
役
場
４
階
大
会
議

室意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
事
項
⋮
環

境
影
響
評
価
準
備
書
に
つ
い
て

の
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の
意

見申
し
出
⋮
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ

た
い
方
は
、１
月
21
日
㈪
ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
電
話
番
号
・

対
象
事
業
の
名
称
・
意
見
の
概
要

を
明
記
し
た
公
述
申
出
書
を
県
庁

温
暖
化
対
策
課
ま
で
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

※
公
述
申
出
者
が
い
な
い
場
合
は

中
止
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
傍

聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
開
催
の

有
無
を
確
認
の
上
、
直
接
会
場

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
︵
申
込

不
要
、
先
着
順
︶。

問
合
せ
⋮
埼
玉
県
環
境
部
温
暖
化

対
策
課
環
境
影
響
評
価
担
当
［
☎

０
４
８
︱
８
３
０
︱
３
０
４
１
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
︱
８
３
０
︱
４
７

７
７
・
Ｅ
メ
ー
ルa

3030-02@
p
ref.saitam

a.lg.jp

］

日
時
⋮
２
月
６
日
㈬
、
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

会
場
⋮
長
幡
児
童
館

対
象
⋮
幼
稚
園
・
保
育
園
入
園
前

の
幼
児
︵
歩
行
可
能
な
幼
児
︶
と

そ
の
保
護
者

内
容
⋮
運
動
遊
び
︵
講
師
に
よ
る

指
導
︶

定
員
⋮
20
組
︵
先
着
順
︶

申
込
⋮
１
月
23
日
㈬
、
午
前
９
時

30
分
か
ら
︵
電
話
で
の
申
し
込
み

可
︶

申
込
先
・
問
合
せ
⋮
長
幡
児
童
館

［
☎
35
︱
３
５
４
１
］

　

あ
な
た
の
笑
顔
と
元
気
が
増
え

る
体
操
教
室
で
す
。
無
理
な
く
す

っ
き
り
さ
っ
ぱ
り
身
体
を
動
か
し

ま
し
ょ
う
。

日
時
⋮
①
２
月
12
日
㈫
・
②
13
日

㈬
・
③
15
日
㈮
、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場
⋮
①
賀
美
公
民
館
、
②
神
保

原
公
民
館
、
③
長
幡
公
民
館

対
象
⋮
転
倒
・
骨
折
・
寝
た
き
り

を
防
ぎ
、い
つ
で
も
健
や
か
に
日
々

を
過
ご
し
た
い
高
齢
者
の
方

内
容
⋮
家
庭
で
も
実
践
で
き
る
ス

ト
レ
ッ
チ
運
動
を
み
な
さ
ん
で
楽

し
く
学
び
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
能

力
の
維
持
・
向
上
を
図
る
、
高
齢

期
に
注
意
し
た
い
低
栄
養
に
関
す

る
指
導
を
中
心
に
、
食
べ
る
筋
力

の
向
上
や
食
べ
る
機
能
の
向
上
も

含
め
た
栄
養
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
施

講
師
⋮
恒
屋
昌
一
先
生
︵
理
学

療
法
士
・
医
療
法
人
社
団
寿
会

吉
沢
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
科
長
︶、
管
理
栄
養
士
、
保

健
師

定
員
⋮
各
会
場
20
名
︵
先
着
順
︶

申
込
⋮
１
月
７
日
㈪
か
ら

申
込
先
・
問
合
せ
⋮
上
里
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
［
☎
35
︱
１

２
２
２
︵
直
通
︶］

趣
旨
⋮
21
世
紀
に
残
し
た
い
上
里

町
の
自
然
景
観
、
史
跡
、
文
化
財
、

伝
統
芸
能
、
祭
事
等
の
写
真
展

日
時
⋮
１
月
15
日
㈫
、
正
午
〜
18

日
㈮
、
午
後
４
時

会
場
⋮
上
里
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

審
査
員
⋮
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
重
椿
理

事
長
ほ
か
役
員
全
員

表
彰
⋮
入
賞
者
を
決
定
し
、
賞

状
・
賞
品
を
贈
呈
︵
１
月
15
日
㈫
、

午
前
11
時
〜
︶

後
援
⋮
上
里
町

問
合
せ
⋮
八
重
椿
事
務
局
［
☎
33

︱
４
３
２
８
・
34
︱
０
３
４
６︵
午

後
５
時
以
降
︶］

日
時
⋮
１
月
20
日
㈰
、
午
後
１
時

開
演

会
場
⋮
ワ
ー
プ
上
里

出
演
団
体
⋮
雉
个
岡
ブ
ラ
ス
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
︵
吹
奏
楽
︶、
カ
ン
タ
ー

レ
︵
童
謡
・
唱
歌
︶、
あ
ん
さ
ん
ぶ

る
ど
る
ち
ぇ
︵
フ
ル
ー
ト
演
奏
︶、

上
里
東
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
︵
ハ

ー
モ
ニ
カ
演
奏
︶、
上
里
ド
レ
ミ

の
会
︵
童
謡
・
唱
歌
︶

入
場
料
⋮
無
料

問
合
せ
⋮
ワ
ー
プ
上
里
［
☎
34
︱

０
４
８
８
］

日
時
⋮
１
月
26
日
㈯
〜
27
日
㈰

︵
１
泊
２
日
︶

会
場
⋮
神
川
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

内
容
⋮
つ
る
細
工
、
キ
ャ
ン
ド
ル

フ
ァ
イ
ア
、
う
ど
ん
作
り
な
ど

対
象
⋮
小
中
学
生
と
保
護
者

定
員
⋮
50
名
程
度
︵
抽
選
︶

参
加
費
⋮
４
０
０
０
円
程
度

申
込
⋮
１
月
４
日
㈮
〜
13
日
㈰
ま

で
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
む

問
合
せ
⋮
神
川
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

［
☎
77
︱
３
４
４
２
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
77

︱
４
９
０
７
］

日
時
⋮
２
月
10
日
㈰
、
午
前
９
時

40
分
〜
午
後
５
時

会
場
⋮
ワ
ー
プ
上
里

対
象
⋮
町
内
在
住
在
勤
者
、
町
ク

ラ
ブ
に
加
入
の
方

定
員
⋮
１
０
０
名
︵
先
着
順
︶

参
加
費
⋮
３
０
０
０
円
︵
弁
当
・

お
茶
付
︶

申
込
⋮
１
月
20
日
㈰
ま
で
に
問
合

せ
へ

主
催
⋮
上
里
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会

申
込
先
・
問
合
せ
⋮
上
里
町
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局
︵
上

里
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
︶

［
☎
35
︱
１
２
４
５
︵
直
通
︶］

日
時
⋮
１
月
25
日
㈮
、
午
前
９
時

30
分
〜
正
午

会
場
⋮
上
里
町
民
体
育
館

対
象
⋮
町
内
在
住
在
勤
者

参
加
費
⋮
無
料

準
備
⋮
ク
ラ
ブ
一
式
︵
貸
与
可
︶

申
込
⋮
１
月
22
日
㈫
ま
で

申
込
先
・
問
合
せ
⋮
上
里
町
Ｔ
Ｂ

Ｇ
協
会
事
務
局
［
☎
34
︱
０
３
４

６
︵
午
後
４
時
以
降
︶］

教
室
・
募
集

　
イ
ベ
ン
ト

一
日
転
倒
予
防
教
室

一
般
国
道
17
号
本
庄
道
路
に

係
る
環
境
影
響
評
価
公
聴
会

長
幡
児
童
館

『
親
子
で
運
動
遊
び
教
室
』

『
上
里
町
郷
土
写
真
展

コ
ン
テ
ス
ト
』

ワ
ー
プ
上
里

『
第
１
回
か
み
さ
と
音
楽
祭
』

第
１
回
上
里
町
交
通
安
全

カ
ラ
オ
ケ
ま
つ
り

神
川
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

　
『
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
つ
る
つ
る
」の
巻
』

新
春
第
３
回
町
民

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

パ
ー
ト
ワ
ン
大
会
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おしらせコーナー
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
や
応
急
手

当
を
学
ぶ
講
座
で
す
。
ま
た
広
域

消
防
本
部
に
よ
る
起
震
車
や
煙
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
。
い
ざ
と
い
う
と

き
の
た
め
に
、
み
な
さ
ん
で
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

日
時
⋮
1
月
20
日
㈰
、午
前
９
時
〜

会
場
⋮
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
ホ
ー
ル

お
よ
び
駐
車
場

申
込
・
問
合
せ
⋮
上
里
町
社
会
福

祉
協
議
会
［
☎
33
︱
４
２
３
２
］

資
格
⋮
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
、

満
18
歳
以
上
32
歳
以
下
︵
高
校
生

を
除
く
︶
で
、
県
内
市
町
村
に
在

住
在
勤
在
学
し
、
相
談
員
活
動
・

研
修
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
方

活
動
内
容
⋮
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
の
自
然
体
験
活
動
の
実
施
、

県
・
市
町
村
が
実
施
す
る
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
・
協
力
等

委
嘱
期
間
⋮
平
成
20
年
４
月
１
日

〜
22
年
３
月
31
日
︵
２
年
間
、
埼

玉
県
知
事
が
委
嘱
︶

※
応
募
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

総
務
部
青
少
年
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

［http://www.pref.saitama.lg.jp/A01/
BR 00/seisyounen/06dantai/soudannin/
bosyu.htm

l

］
ま
た
は
携
帯
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
⋮
埼
玉
県
総
務
部
青
少
年

課
育
成
事
業
推
進
・
県
民
運
動
担

当［
☎
０
４
８
︱
８
３
０
︱
２
９
１
２
］

出
願
期
間
⋮
︵
１
次
募
集
︶
１
月

４
日
㈮
〜
17
日
㈭
、︵
２
次
募
集
︶

２
月
４
日
㈪
〜
３
月
５
日
㈬

試
験
日
⋮
︵
１
次
募
集
︶
１
月
20

日
㈰
、︵
２
次
募
集
︶
３
月
７
日
㈮

※
管
内
の
医
療
施
設
に
所
属
す
る

こ
と
に
よ
り
、
納
入
金
の
減
免

措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た

所
属
な
し
で
も
入
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
⋮
本
庄
市
児
玉
郡
医
師
会

立
本
庄
準
看
護
学
校
［
☎
23
︱
１

０
４
１
］

　

地
域
の
中
小
企
業
や
起
業
を
目

指
す
方
た
ち
の
支
援
事
業
と
し
て
、

経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
⋮
１
月
23
日
㈬
、
午
後
３
時

〜
４
時
30
分

会
場
⋮
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

講
師
⋮
高
野
孟
氏
︵
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・
早
稲
田
大
学
客
員
教
授
︶

定
員
⋮
１
３
０
名
︵
先
着
順
︶

参
加
費
⋮
１
０
０
０
円
︵
交
流
会

参
加
者
は
、
別
途
１
０
０
０
円
︶

申
込
⋮
所
定
の
申
込
書
︵
上
里
町

役
場
総
合
政
策
課
窓
口
に
て
配
布
︶

に
必
要
事
項
を
記
入
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

問
合
せ
へ

申
込
先
・
問
合
せ
⋮
㈶
本
庄
国
際

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
研
究
推
進
機
構

［
☎
24
︱
７
４
５
５
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24

︱
７
４
６
５
］

　

新
し
い
事
業
に
取
り
組
ま
れ
る

個
人
起
業
家
や
企
業
の
育
成
・
支

援
を
目
的
と
す
る
Ｉ
Ｏ
Ｃ
本
庄
早

稲
田
︵
埼
玉
県
本
庄
市
︶
で
は
、

２
０
０
８
年
３
月
以
降
の
新
し
い

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
に
先
立
ち
、
施
設
の
詳
細

や
入
居
申
込
方
法
に
つ
い
て
、
現

地
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま

た
募
集
す
る
お
部
屋
を
実
際
に
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時
⋮
１
月
16
日
㈬
、
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

会
場
⋮
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
会
議
室

参
加
費
⋮
無
料

問
合
せ
⋮
㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
研
究
推
進
機
構
［
☎
24
︱

７
４
５
５
］

第
22
期

埼
玉
県
青
少
年
相
談
員
募
集

児
玉
地
域
防
災

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座

本
庄
準
看
護
学
校

平
成
20
年
度
新
入
生
募
集

Ｉ
Ｏ
Ｃ
本
庄
早
稲
田

入
居
者
募
集
説
明
会

本
庄
早
稲
田
経
営
セ
ミ
ナ
ー

『
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が

日
本
を
リ
ー
ド
す
る
』

有料広告掲載希望者募集！

 広報かみさとに
広告を掲載してみませんか！ 

　上里町では、自主財源の確保などを図るこ
とを目的に、『広報かみさと』『上里町ホーム
ページ』への広告希望者を募集します。
　今回の募集は、平成20年４月号・５月号・
６月号（３か月分）の広告主です。

募集期間　１月31日㈭まで
問合せ   総務課庶務係［☎35－1234内3222］

掲載位置
表紙・裏表紙を除くページの下１段で、町
が指定した位置

掲載規格

１号につき原則１事業者Ｂ広告１枠とす
る（ただし広告掲載希望者が広告枠数に
満たないときは、満たない枠数の範囲内
でＡ広告として掲載可能）
Ａ広告（１段分） 　　横170㎜×縦45㎜
Ｂ広告（２分の１段分）横85㎜×縦45㎜

募 集 枠 １号につき最大２段分

掲載期間 １か月単位（連続掲載最長３か月）

掲 載 料
１か月（１号）につき　Ａ広告　16,000円
　　　　　　　　　　　Ｂ広告　  8,000円
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■ 広報かみさと　№464 ■

定
員
⋮
１
３
０
名
︵
先
着
順
︶

参
加
費
⋮
１
０
０
０
円
︵
交
流
会

参
加
者
は
、
別
途
１
０
０
０
円
︶

申
込
⋮
所
定
の
申
込
書
︵
上
里
町

役
場
総
合
政
策
課
窓
口
に
て
配
布
︶

に
必
要
事
項
を
記
入
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

問
合
せ
へ

申
込
先
・
問
合
せ
⋮
㈶
本
庄
国
際

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
研
究
推
進
機
構

［
☎
24
︱
７
４
５
５
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24

︱
７
４
６
５
］

　

新
し
い
事
業
に
取
り
組
ま
れ
る

個
人
起
業
家
や
企
業
の
育
成
・
支

援
を
目
的
と
す
る
Ｉ
Ｏ
Ｃ
本
庄
早

稲
田
︵
埼
玉
県
本
庄
市
︶
で
は
、

２
０
０
８
年
３
月
以
降
の
新
し
い

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
に
先
立
ち
、
施
設
の
詳
細

や
入
居
申
込
方
法
に
つ
い
て
、
現

地
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま

た
募
集
す
る
お
部
屋
を
実
際
に
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時
⋮
１
月
16
日
㈬
、
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

会
場
⋮
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
会
議
室

参
加
費
⋮
無
料

問
合
せ
⋮
㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
研
究
推
進
機
構
［
☎
24
︱

７
４
５
５
］

ひとのうごきひとのうごきひとのうごき

お誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとう

お悔やみ申し上げますお悔やみ申し上げます

町の人口（平成19年11月末日現在）
 総人口…３１，９３１人 ［－３］
 　男　…１５，８９８人 ［－３］
 　女　…１６，０３３人 ［ ±０］
 世帯数…１１，３５４世帯 ［＋７］
　　（カッコ内の±は前月比）
出　生…３０　　死　亡…２４
転入等…１０３　転出等…１１２

 行政区分 　　　氏　　名　　  保護者等
［金　　下］ 中　村　　　烈

れつ

 純
 橋　本　夕

ゆ

　奈
な

 智
［勝　　一］ 岩　田　吏

り

　古
こ

 豊
［　 宿　 ］ 塚　越　彩

あや

　音
ね

 雅也
［屋　　敷］ 煙　山　涼

りょう

　也
や

 博
［東　　宮］ 川　浦　颯

そう

　太
た

 智紀
［中 五 明］ 安　藤　　　花

はな

 直之
［阿 保 町］ 加　藤　　　翼

つばさ

 正之
［長 浜 町］ 金　子　謙

けん

　心
しん

 謙太郎
［下 久 城］ 黒　澤　真

ま

　衣
い

 由憲
 鈴　木　愛

あい

　梨
り

 康稔
［本 郷 一］ 新　井　颯

はや

　斗
と

 直樹
［古 新 田］ 岡　田　星

せい

　良
ら

 正紀
［三　　田］ 池　田　愛

あい

　莉
り

 敦司
 柏　原　莉

り

　子
こ

 和男
 渡　辺　妃

ひ な か

南香 皇士
［三　　軒］ 小野寺　睦

むつ

　海
み

 麻記
 斎　藤　彩

いろ

　花
は

 勝弘
 矢　嶋　柚

ゆ

　月
づき

 聖和
［久保新田］ 五十嵐　由

ゆい

　華
か

 康明
［四 ツ 谷］ 金　子　凌

りょう

　太
た

 竜也
［四 丁 目］ 志　賀　小

こ

太
た

郎
ろう

 秀典
［宮 本 町］ 今　井　翔

しょう

　太
た

 博幸
 塩　原　成

せ

　那
な

 秀行
 チャル　祐

ゆう

　太
た

 ｼｴﾚﾌ
 平　岡　媛

ひ な の

奈乃 一久
 細　田　真

まさ

　葵
き

 哲志
［忍　　保］ 小田澤　沙

さ

　羅
ら

 光隆
 子　安　美

み

　緒
お

 高志
（11月中の出生届より）

 行政区分   氏　　　名　　 年齢
［金　　上］ 戸　森　みつ江 （７８）
［真　　下］ 小　暮　　　茂 （８７）
［堀　　込］ 堀　口　英　子 （６９）
［屋　　敷］ 岩　田　尚　一 （８１）
［中 五 明］ 須　田　正　吉 （８０）
［東 大 北］ 飯　塚　道　雄 （９３）
 中久木　武　平 （６７）

［丹蔵石倉］ 淺　井　年　代 （７８）
［立　　野］ 小　林　　　敦 （７０）
［本 郷 二］ 和　田　藤　一 （６９）
［古 新 田］ 新　井　かほる （６７）
［三　　田］ 小　澤　由　永 （６８）
［西原町東］ 佐　原　義　治 （７５）
［西原町西］ 石　坂　正　平 （８４）
［二 丁 目］ 小　池　延　子 （８３）
 真　塩　健太郎 （７２）

［四 丁 目］ 福　原　幹　夫 （７３）
［五 丁 目］ 矢　沼　　　誠 （７４）
［宮 本 町］ 大　野　保　治 （８７）
 内　田　ゑ　　 （９５）

［八町河原］ 塩　原　忠　雄 （９０）
［忍　　保］ 竹　内　ハ　ル （８９）

（11月中の死亡届より）

※掲載を希望されない方は、届出時に窓口また
は総務課庶務係［☎35―1234内3222］まで
お申し出ください。

問合せ　町民環境課町民係
　　　　［☎35―１２２４内線１３２３］

町
民
環
境
課
町
民
係

 

１
月
の
日
曜
日
窓
口
開
庁
日

 

１
月
13
日

（日）

　
　
　
　 

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

◆
取
扱
事
務

・
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
発
行

・
印
鑑
登
録

お子さんの写真を募集中です！
　あなたの写したお子さんの写真をこの
コーナーに掲載しませんか？
　希望者は総務課[☎35－1234]まで

粂
川　

和か
ず

輝き

く
ん
（
１
歳
）

西
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善意をありがとう

ご協力ありがとうございました

社会福祉協議会11月分寄付者

上里町社会福祉協議会［☎33̶4232］

高橋秀夫氏 1,313円
上里町コミュニティ企画実行委員会 23,500円
坂本ダンス教室 7,967円
マドンナの会 5,000円
上里町ガス事業協同組合 3,590円
岩田精肉鮮魚店 6,321円
本庄市を楽しく発展させる会『紡会』代表　阿奈正子氏 30,000円
蕎麦工房たかはし（ふれあいコンサート） 7,000円
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